
令和８年１月
神奈川県立上溝南高等学校令和７年度12月実施　生徒による授業評価（全学年）　結果

数学 保健体育1443 人国語 1844 人 1367社会 1355 人理科人

芸術 382 人 333 情報外国語 1881 353 人人人 家庭
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1 ほとんど当てはまらない

2 あまり当てはまらない

3 ほぼ当てはまる

4 かなり当てはまる

※受講人数と回答人数が一致しないのは，回答フォームへの入力ミスや，アンケート実施日に欠席した生徒がいたためです。

教科 回答人数
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①毎時間の授業や単元（内容のまとまり）のはじめに学習のねらいを示したり、または毎時間の授業や単元の学習のあとに学習したこ
とを振り返ったりする機会がある。

②単元（内容のまとまり）の学習の中で、他者の考えを知り、自らの考えを広げ深める機会がある。
③単元（内容のまとまり）の学習の中で、課題について自分の考えをまとめたり、または解決方法について考えたりする場面がある。

④授業の中で身に付いたことや、できるようになったことを実感することができた。

⑤他者の考えを知ることにより、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

⑥授業で得た知識をもとに、自分の考えをまとめたり、またはわからないところを解決するために努力をしたりすることができた。

⑦授業で学んだことをそれまでに学んだことと関連付けて理解することができた。


